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原著論文

計量テキスト分析を用いた国内外スポーツコーチング研究の発表演題の特徴分析
A study on the characteristics of research presentations at the domestic and 
international sport coaching conferences using a quantitative text analysis

久保田潤1),2), 和久貴洋1),2)

Jun Kubota1),2), Takahiro Waku1),2)

Abstract : The purpose of this study was to clarify the characteristics of research presentation titles 
presented at the recent domestic and international sport coaching conferences using a quantitative 
text analysis. This study focused on the conferences from 2014 to 2019 organized by the Japan 
Society of Coaching Studies (JSCS) and the Japan Society of Physical Education, Health, and Sport 
Science (JSPEHSS) as the domestic conferences, and the International Council for Coaching 
Excellence (ICCE) as the international conferences. In terms of the differences in the characteristics 
between domestic and international sport coaching research presentations, those in the JSCS and the 
JSPEHSS conferences tended to focus more on “athletes” such as competitive sports and athlete 
performances, while those in the ICCE conferences have focused more on "coaches" such as coach 
education and development. This may be due to the differences in the positioning or origins of the 
sport coaching research between Japan and other countries, resulting in the differences in research 
goal setting. In addition, ICCE Global Coach Conferences’ presentations included words indicating 
women female coach and coaching women female athlete team in the eld of high performance 
sport. ther identi ed word included coach developer. These may re ect the ICCE s recent emphasis 
on the development of women/female coaches and coach developers. With regard to similarities in 
the characteristics of the research presentations in the domestic and international conferences, the 
case studies and practical researches of sport coaches and coaching were recognized. The results of 
this study identi ed the characteristics in the titles of research presentations at the recent domestic 
and international sports coaching conferences. In addition to enhancing the knowledge that coaches 
can adopt in their coaching, more researches and discussions to enhance coaches’ education and 
development should be undertaken in the domestic sport coaching conferences.
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Ⅰ．緒言

近年、我が国のコーチングに関する政策や施策

としてさまざまな取り組みが行われている。2013

年 2月、当時の文部科学大臣は、高校の運動部活

動や日本代表チームでのスポーツ指導において暴

力を行使する事案が発生したことを受けて、「ス

ポーツ指導における暴力根絶へ向けて～文部科

学大臣メッセージ～」を発表した 21)。この中で、

この事案を我が国のスポーツ史上最大の危機と捉

え、「スポーツ指導から暴力を一掃する」という

基本原則に立ち戻る必要性を示し、「新しい時代

にふさわしいスポーツの指導法」の確立に全力を

尽くす、という姿勢が示された。そして、スポー

ツ指導者の資質能力向上のための有識者会議（タ

スクフォース）が設置され、我が国を取り巻く環

境の変化も踏まえ、我が国のスポーツの現状を分

析した上で、今後取り組むべき具体的な方策を

提言した報告書が、2013年 7月に発表された 22)。

さらに、文部科学省は、この報告書の提言に基づ

き、2014年度から、コーチングやコーチの質の

保証や向上のための取り組みを推進し、スポーツ

の健全性の維持・向上を図ることを目的とした

コーチング・イノベーション推進事業を開始する

とともに、同年 6月、コーチング環境の改善・充

実に向けた取り組みを推進するため、スポーツ関

係団体や大学、スポーツクラブ、アスリート等か

ら構成される「コーチング推進コンソーシアム」

を設置した。2015年 3月には、年齢や性別、障

がいの有無にかかわらず、すべての人々が、それ

ぞれの関心や適性等に応じてスポーツを実践する

多様な現場でのコーチングを正しい方向へと導く

ため、「グッドコーチに向けた『７つの提言』」を

取りまとめた 23)。また、日本体育協会（現日本

スポーツ協会）、日本オリンピック委員会、日本

障害者スポーツ協会（現日本障がい者スポーツ協

会）、全国高等学校体育連盟、日本中学校体育連

盟の 5団体は、2013年 4月、「スポーツ界におけ

る暴力行為根絶に向けた集い」を開催し、「スポー

ツ界における暴力行為根絶に向けて」30)を採択

した。ここで、スポーツ界におけるいかなる暴力

行為をも許さない意志を示し、あらゆる暴力行為

の根絶を通して、スポーツをすべての人々に共有

される文化として発展させていくことが確認され

た。

我が国におけるコーチの養成は、複数のスポー

ツ団体により従来から実施されている。日本ス

ポーツ協会は、1971年に地域スポーツ振興のた

めの指導者養成を開始し、1977年に公認スポー

ツ指導者制度を創設した。2000年には、スポー

ツ指導者の養成が、スポーツ振興法に基づく省令

として位置づけられたが、2005年には、「スポー

ツ指導者の知識・技能審査事業に関する規程」が

廃止されたことにより、国の制度という位置づけ

ではなくなったものの、同年に公認スポーツ指導

者制度を改定し、指導者養成を推進してきた 32)。

そして、2014年度から 2か年度実施されたコー

チング・イノベーション推進事業においてまとめ

られた「モデル ･コア ･カリキュラム」を、これ

までの公認スポーツ指導者制度の養成カリキュラ

ムの新たなコーチ育成基準として、2019年度か

ら導入している。その一環で、コーチの継続的な

学びと成長の支援や教育を通した公認スポーツ指

導者の育成を充実させるために、共通科目集合講

習会の講師を務める「コーチディベロッパー（コー

チ育成者）」の育成が、2018年 9月より開始された。

競技力向上に関わるコーチの育成に関して、日

本オリンピック委員会（JOC）は、2008年から、

国際的競技水準を踏まえた強化ができるコーチを

育成することを目標の 1つに掲げた、JOCナショ

ナルコーチアカデミー事業を実施している 29)。ま

た、スポーツ庁長官が 2016年 10月に発表した

競技力強化のための今後の支援方針（鈴木プラ

ン）37)の中では、「女性トップアスリートへの支

援強化」と「ハイパフォーマンス統括人材育成へ

の支援強化」が示された。女性トップアスリート

への支援強化では、国を代表する水準やそれに近

い水準での競技経験を有する女性コーチを育成す

るためのプログラムを実施し、得られた知見を中

央競技団体に展開し、取り組みを支援することと

された。また、ハイパフォーマンス統括人材育成
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への支援強化では、国際舞台で活躍できるコーチ

に必要な資質能力の分析等を行い、ワールドクラ

スのコーチを輩出することを支援することとさ

れ、それぞれ 2017年から事業が実施されている。

加えて、競技力向上に関わるコーチの配置に関し

て、文部科学省は、2009年度に、競技団体の強

化活動全般を統括するナショナルコーチを常勤雇

用として配置する支援を開始した 20)。また、日本

スポーツ協会は、2013年の第 68回国民体育大会

から、各都道府県におけるアスリートの指導や強

化体制を充実させるとともに、我が国スポーツ界

の競技力の底上げを図ることを目指し、監督とし

て参加する者に対して、公認スポーツ指導者資格

の保有を義務づけた 31)。

このように、2013年以降の我が国のコーチン

グに関する取り組みについて、暴力・暴言のない

スポーツ界の実現に向けたコーチ育成やコーチ育

成の体制強化、競技力向上に関わるコーチの育成

や配置・活用の強化が行われてきた。この間の国

際的なコーチングに関する動向をけん引してい

た団体として、国際コーチングエクセレンス評

議会（International Council for Coaching Excellence

（ICCE））がある。ICCEは、オリンピック夏季大

会競技団体連合（Association of Summer Olympic 

International Federations）とともに、世界中のコー

チの教育や育成、配置の仕組みが持続可能かつ質

の高いものとなるよう、これまでのコーチング研

究の知見や専門家との協議を経て、「国際スポー

ツコーチング枠組み（International Sport Coaching 

Framework）」を 2012年に策定した注 1)。また、世

界中でスポーツコーチングの学位プログラムを展

開する高等教育機関が増えている状況を踏まえ、

高等教育機関によるコーチングに携わる人材の育

成に寄与することを目的とした「高等教育機関に

おけるスポーツコーチング学士号に関する ICCE

水準（ICCE Standards for Higher Education Sport 

Coaching Bachelor Degree）」11) が、2016年に策定

された。

このように、体育や運動部活動、競技スポー

ツ、さらには一般の人々が行うスポーツまで、国

やスポーツ団体等によるコーチの育成やコーチン

グの発展に向けた取り組みが行われている中、我

が国のコーチングのさらなる発展に向けて、学術

面からもこれまで以上に貢献することが期待され

ている。日本学術会議からの提言では、指導方法

の開発を脳科学や情報学などとの学際的研究とし

て進めることが望ましいと示された 27)。我が国に

おいて、コーチやコーチングに関するさまざまな

研究がこれまでにも行われており、コーチ育成や

コーチングの発展に向けた研究を今後どのように

推進していく必要があるかを検討する上では、近

年の我が国のコーチング研究の特徴を把握するこ

とが重要である。2016年に発表された国内外の

コーチング研究の特徴について検討した先行研究

では、我が国におけるコーチング研究の現状につ

いて、コーチを対象とした研究が少なく、コーチ

ングの結果が研究対象とされている、客観性を重

視することで数量的に把握できる事象が研究対象

とされている、という指摘もある 35)。また、2004

年に発表されたコーチングに関する英語論文の研

究動向について検討した先行研究では、質的手法

を用いてのコーチング行動に焦点を当てた研究が

行われているという特徴が示されている3)。これ

らのことから、国内外のコーチング研究で取り扱

われている対象や内容、方法が異なる可能性があ

る。国内外のコーチング研究の特徴の相違点や共

通点を明確にすることで、今後の我が国のコーチ

ング研究への示唆が得られるものと思われる。

近年では、スポーツ科学分野においても、テキ

ストマイニング注2)の分析手法を用いてテキスト

データを定量的に分析することで、分析対象の特

徴を明らかにする研究が行われている 4),15),16),34),36)。

また、過去の学術会議におけるシンポジウムと一

般研究発表の演題に対してテキストマイニングに

よる分析を行い、研究動向を明らかにすることを

目的とした先行研究もある 17)。一般研究発表の演

題は、発表の内容が端的にかつ明確に要約された

テキストデータであり、テキストマイニングを用

いて分析することで、国内外のコーチングの学術

会議で発表された一般研究発表の演題に見られる
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特徴を比較検討することができるものと思われる

が、このような報告は見られない。また、このよ

うな分析を行うことにより、我が国のコーチング

研究の課題やその展望の検討に資するものになる

と考えられる。そこで本研究は、コーチングに関

する国内外の学術会議で発表された一般研究発表

の演題を対象に、テキストマイニングの手法を用

いた計量的なアプローチを通じて、頻出する語や

語同士の関連性から、近年のコーチング研究の特

徴を明らかにすることを目的とした。

Ⅱ．方法

1．分析対象

本研究では、コーチングをテーマとする、1大

会当たり 100演題近く、または 100演題以上の一

般研究発表が行われる大規模な学術会議として、

国内会議では、日本コーチング学会が開催する学

会大会（日本コーチング学会大会）と日本体育学

会が開催する学会大会の体育方法専門領域（日本

体育学会大会）を、国際会議では、ICCEが開催

する ICCEグローバルコーチカンファレンスを対

象とした。そして、我が国の省庁やスポーツ団体

によるコーチ育成やコーチングに関するさまざ

まな取り組みが行われた期間である 2014年から

2019年までに開催された各学術会議での口頭発

表とポスター発表の両方の一般研究発表の演題を

分析対象とした。日本コーチング学会大会に関し

ては、2014年大会から 2019年大会のうち、2015

年大会の一般研究発表要旨が日本コーチング学会

のウェブサイト上にある大会サイトにて公表され

ていないため、本分析の対象から除外し、その他

5大会の予稿集より、一般研究発表の演題を抽出

した。分析対象数は、2014年大会（第 25回大会）

が 81演題、2016年大会（第 27回大会）が 76演題、

2017年大会（第 28回大会）が 95演題、2018年

大会（第 29回大会）が 104演題、2019年大会（第

30回大会）が 95演題であり、総演題数は 451演

題となった。日本体育学会大会に関しては、科学

技術振興機構が運営する電子ジャーナルプラット

フォーム「科学技術情報発信・流通総合システム

（J-STAGE）」に収録されている 2014年大会から

2019年大会までの 6大会の日本体育学会予稿集

に掲載された体育方法専門領域の一般研究発表の

演題を抽出した。分析対象数は、2014年大会（第

65回大会）が 129演題、2015年大会（第 66回大

会）が 132演題、2016年大会（第 67回大会）が

108演題、2017年大会（第 68回大会）が 99演題、

2018年大会（第 69回大会）が 103演題、2019年

大会（第 70回大会）が 119演題であり、総演題

数は 690演題となった。ICCEグローバルコーチ

カンファレンスは、二年に一度開催されるため、

2015年大会（GCC2015）、2017年大会（GCC2017）、

2019年大会（GCC2019）の各大会時に公表さ

れるプログラムより、一般研究発表の演題を抽

出した。分析対象数は、GCC2015が 118演題、

GCC2017が176演題、GCC2019が170演題であり、

総演題数は 464演題となった。なお、日本の大学

や研究機関に所属する発表代表者による発表演題

数は、GCC2015では 1演題、GCC2017では 3演

題、GCC2019では 5演題であり、各大会の一般

研究発表の全演題数の 0.8％、1.7%、2.9%であっ

た。以上から、本研究における分析対象数は、国

内会議が 1,141演題、国際会議が 464演題、総計

1,605演題となった。

2．分析方法

本研究における分析は、上記の一般研究発表の

演題に対して、KH Coder 3 7),8),9)を用いた計量テキ

スト分析注3)を行った。計量テキスト分析の前処

理として、日本コーチング学会大会及び日本体育

学会大会の演題から抽出される名詞や動詞、形容

詞、形容動詞、副詞のうち、距離の単位を示す「m」

または「M」の表記を「メートル」に、「km」の

表記を「キロメートル」に、競歩を示す「W」の

表記を「競歩」に統一した。また、「指導者」と

いう語については、「指導」という行為を示す語

と区別して語同士の関係性を検討するため、「指

導者」の語を、強制的に抽出する語として指定し

て、分析を行った。ICCEグローバルコーチカン

ファレンスの演題から抽出される名詞や動詞、形
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容詞、副詞のうち、「high-performance」の表記を

「high」と「performance」に分割し、「programme」

の表記を「program」に統一した。なお、英語以

外の語として認識された語は分析から除外した。

その後、演題に含まれる語の出現頻度を把握する

ための形態素解析を行い、分析対象とした一般研

究発表演題のリストに含まれるすべての語の延べ

数を示す総抽出語や、何種類の語が含まれている

かを示す異なる語の語数とともに出現頻度の上位

にある語を確認した。

次に、学術会議ごとに、関連が特に強い語同士

を線で結んだ共起ネットワークを作成した。出現

頻度上位 60語を使用するため、頻出語の最小出

現数を、日本コーチング学会大会では 11回、日

本体育学会大会では 15回、ICCEグローバルコー

チカンファレンスでは 8回に設定した。そして、

描画する共起関係の絞り込みにおいては、描画数

を 60に設定した。また、各学術会議において大

会年次を外部変数とする共起ネットワークを作成

し、ネットワーク図のまとまりから、一般研究発

表の演題に見られるコーチング研究の特徴を解釈

した。共起ネットワークとは、分析対象の文章の

中で、それぞれの語の出現パターンを算出し、そ

の出現パターンの似通った語、すなわち共起の程

度が強い語を線で結んだネットワークである 19)。

円は語を表し、語の出現数（Frequency）に応じて、

円の大きさが変化し、また円と円を結ぶ線が共起

関係を表し、共起の程度（Co-ef cient）に応じて、

線の太さが変化する。また、同じサブグラフ内で

共起の程度が強い語は実線で、異なるサブグラフ

間で共起の程度が強い語は点線で結ばれる。な

お、共起ネットワークの作成においては、用いる

抽出語の数によって異なるネットワーク図が描か

れる。KH Coderを用いた先行研究 5),6),16),18),43)では、

共起ネットワークの分析に用いる抽出語の出現頻

度は、分析対象となる語の総数によって、5回か

ら 20回程度までと異なるものであった。また、

これらの先行研究の中には、出現頻度上位 60の

語を利用した共起ネットワーク図の作成を行って

いる研究もあり、本研究では、これらの先行研究

の設定を踏まえ、上記設定により共起ネットワー

クを作成した。

共起ネットワークの作成後、「中心性（媒介）」

と「サブグラフ（modularity）」を選択して示され

るネットワーク図から、共起ネットワークによる

語の関連性の分析を行った。「中心性（媒介）」で

は、それぞれの語が示されたネットワーク図の全

体の中で、どの程度中心的な役割を担っているか

が、色の違いで示される。黄色よりも青色の方が

中心性が高いことを示すため、青色で示された語

を媒介中心性の高い語として確認した。「サブグ

ラフ検出（modularity）」では、強く互いに結びつ

いている語が自動的に検出され、色分けされる。

この色分けされる語同士の関係性から、一般研究

発表の演題の特徴を解釈した注4)。

大会年次を外部変数として作成される共起ネッ

トワーク図では、語の出現数（Frequency）や共

起の程度（Co-ef cient）の他、外部変数とのつな

がりの数（Degree）が色の違いで示されるため、

円の色から、大会年次にかかわらず共通して認め

られる語や特定の大会年次の一般研究発表に特徴

的に見られる語（特徴語）について分析を行った。

なお、これらの分析や解釈においては、それぞ

れの語が他のどの語とともに用いられているか、

どのような文脈で用いられているかを確認するた

め、KH Coderの KWICコンコーダンス及びコロ

ケーション統計の機能を用いた。なお、分析や解

釈に主観が入る可能性があるため、著者と第二著

者がそれぞれ分析や解釈を行った後に、それぞれ

の分析や解釈の結果について協議を行い、より客

観的な分析や解釈となるよう心掛けた。

Ⅲ．結果

1．日本コーチング学会大会に関する分析

形態素解析の結果、総抽出語は 7,851語、異な

り語は 1,480語が抽出された。出現頻度上位 60

語は、Table 1のとおりである。「選手」が 109回

と最も多く、次いで「競技（108回）」、「研究（88

回）」、「影響（69回）」、「動作（62回）」となった。

共起ネットワークは、Figure 1、Figure 2のとお
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りである。Figure 1より、媒介中心性の高い語は、

「選手」、「研究」、「事例」、「女子」、「競技」、「パフォー

マンス」、「経験」であった。また、Figure 2より、

17語以上の語からなる 2つの大きなサブグラフ

を含む、11のサブグラフが認められた。大きな

サブグラフの 1つ目として、「事例」を中心に、「大

学」、「チーム」、「女子」、「コーチ」、「経験」、「コー

チング」、「実践」等の 21語の共起関係が認めら

れた。2つ目として、最も出現頻度の多かった「選

手」を中心に、「サッカー」、「バスケットボール」、

「陸上」といった競技名や「パフォーマンス」、「影

響」、「及ぼす」等の 17語の共起関係が認められた。

その他、「トレーニング」、「効果」、「跳躍」、「種目」

の 4語、「ジャンプ」と「シュート」の 2語、「動

作」や「走る」、「特徴」の 3語、「テニス」と「ジュ

ニア」の 2語、「方法」と「開発」の 2語、「運動」

と「考察」の 2語、「評価」と「テスト」の 2語、

「戦術」と「柔道」の 2語、「野球」と「打撃」の

2語の共起関係が認められた。

大会年次を外部変数とする共起ネットワーク

は、Figure 3のとおりである。5大会において、「選

手」、「競技」に共起関係が認められた。4大会に

おいて、「研究」、「影響」、「動作」、「バスケットボー

ル」、「着目」、「及ぼす」に共起関係が認められた。

また、各大会年次にのみ見られる特徴語として、

第 25回大会は、「トレーニング」、「指導」、「野球」、

「女子」、「戦術」が、第 27回大会は、「レベル」、「比

較」が、第 28回大会は、「ゲーム」、「分析」、「大

学」、「違い」、「与える」が、第 30回大会は、「検討」、

「評価」が認められた。なお、第 29回大会のみに

見られる特徴語は認められなかった。

2．日本体育学会大会に関する分析

形態素解析の結果、総抽出語は 11,103語、異

なり語は 1,831語が抽出された。出現頻度上位 60

語は、Table 2のとおりである。「研究」が 141回

と最も多く、次いで「選手（140回）」、「競技（137

回）」、「運動（111回）」、「動作（99回）」となった。

共起ネットワークは、Figure 4、Figure 5のとお

りである。Figure 4より、媒介中心性の高い語は、

「動作」、「分析」、「及ぼす」、「与える」、「攻撃」、

「違い」であった。また、Figure 5より、9語以上

の語からなる 2つの大きなサブグラフを含む、10

のサブグラフが認められた。大きなサブグラフの

Table 1. Frequent words in the title of research presentations of the Japan Society of Coaching Studies Conferences 

抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

選手 109 能力 35 レベル 23 効果 17

競技 108 野球 35 違い 23 特性 17

研究 88 事例 33 戦術 23 コーチ 15

影響 69 ゲーム 31 変化 23 ラグビー 15

動作 62 対象 31 向上 22 実践 15

バスケットボール 53 関係 30 要因 21 方法 15

パフォーマンス 51 大学 30 チーム 20 陸上 15

運動 49 トレーニング 29 考察 20 活用 14

着目 49 比較 29 特徴 19 指導者 14

サッカー 46 用いる 29 ジャンプ 18 疾走 14

及ぼす 44 女子 28 テニス 18 跳躍 14

走る 39 男子 28 トップ 18 日本 14

指導 37 コーチング 24 ボール 18 有効 14

検討 36 攻撃 24 与える 18 テスト 13

分析 36 評価 24 スポーツ 17 開発 13
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1つ目として、「研究」や「選手」を中心に、「競

技」、「能力」、「女子」、「大学」等の 12語の共起

関係が認められた。2つ目として、「攻撃」や「分析」

を中心に、「ゲーム」、「戦術」、「ボール」等の 9

語の共起関係が認められた。その他、「パフォー

マンス」や「関係」、「効果」、「トレーニング」、

「バスケットボール」、「シュート」の 6語、「比較」

や「大学生」、「関連」、「日本」、「学生」、「心理」

の 6語、「技術」と「要因」の 2語、「指導」や「指

導者」、「対象」、「事例」の 4語、「ジャンプ」と「特性」

の 2語、「走る」と「疾走」、「速度」の 3語、「影響」

や「動作」、「及ぼす」、「与える」、「違い」の 5語、「運

動」と「考察」、「発生」の 3語の共起関係が認め

られた。

大会年次を外部変数とする共起ネットワーク

は、Figure 6のとおりである。6大会において、「研

究」、「選手」、「競技」に、5大会において、「影響」

に、4大会において、「運動」、「バスケットボール」、

「関係」に、3大会において、「動作」に共起関係

が認められた。また、各大会年次にのみ見られる

特徴語として、第 65回大会は、「トレーニング」、

「比較」が、第 66回大会は、「パフォーマンス」、「及

ぼす」、第 67回大会は、「大学」、「評価」、「男子」、「体

力」が、第 68回大会は、「着目」、「野球」、「大学生」

が、第 69回大会は、「事例」が、第 70回大会は、

「女子」、「考察」、「発生」が認められた。

Figure 1. Centrality co-occurrence network of frequent words in the title of research presentations of the Japan Society 
of Coaching Studies Conferences
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3．ICCEグローバルコーチカンファレンスに関

する分析

形態素解析の結果、総抽出語は 6,073語、異な

り語は 1,352語が抽出された。出現頻度上位 60

語は、Table 3のとおりである。「coach」が 267回

と最も多く、次いで「coaching（139回）」、「sport

（106回）」、「education（76回）」、「development（67

回）」となった。なお、「elite」は、名詞で 24回、

形容詞で 16回出現した。

共起ネットワークは、Figure 7、Figure 8のとお

りである。Figure 7より、媒介中心性の高い語は、

「coaching」、「practice」、「science」、「knowledge」

であった。また、Figure 8より、13語以上の語

からなる 3つの大きなサブグラフを含む、11の

サブグラフが認められた。大きなサブグラフの

1つ目は、頻出語の上位にある「coaching」を中

心 に、「coach」、「development」、「sport」、「educa-

tion」、「high」、「performance」、「female」、「create」、

「environment」等の 13語の共起関係が認められ

た。2 つ 目 は、「player」 や「soccer」、「rugby」、

「badminton」、「elite」、「behavior」、「perception」

等の 15語の共起関係が認められた注5)。3つ目は、

「practice」を中心に、「re  ective」や「knowledge」、

「science」等の 13語の共起関係が認められた。そ

の他、「woman」と「basketball」の 2語、「model」

と「support」 の 2 語、「teaching」 と「review」、

「evaluation」、「academy」 の 4 語、「training」 と

「use」の 2語、「experience」と「football」の 2語、
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「athlete」と「master」、「perspective」の 3語、「tool」

と「quality」の 2 語、「study」と「case」の 2 語

の共起関係が認められた。

大会年次を外部変数とする共起ネットワーク

は、Figure 9のとおりである。3大会において、

頻 出 語 上 位 の「coach」、「coaching」、「sport」、

「education」、「development」のほか、「program」、

「athlete」、「performance」、「practice」に共起関係

が認められた。また、各大会年次にのみ見られ

る特徴語として、GCC2015 は、「professional」、

「model」、「soccer」、「case」 が、GCC2017 は、

「football」、「analysis」、「elite」、「approach」 が、

GCC2019は、「player」、「developer」、「badminton」、

「new」、「research」が認められた。

Ⅳ．考察

本研究は、計量テキスト分析の手法を用いて、

コーチングに関する国内外の学術会議で発表され

た一般研究発表の演題を分析し、頻出する語や語

同士の関連性から、近年の国内外のコーチング研

究の特徴を示し、相違点と共通点が明らかとなっ

た（Table 4）。

1．国内外学術会議の相違点

国内外のコーチング研究の相違点として、頻出

語の違い、共起ネットワークにおけるサブグラフ

の特徴の違い、そして大会年次を外部変数とした

共起ネットワークにおける大会年次にかかわらず

共通して見られる特徴の違いが認められた。頻出
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抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数

研究 141 大学 46 バレーボール 30 関連 23

選手 140 パフォーマンス 45 柔道 30 戦術 23

競技 137 検討 45 ボール 29 大会 23

運動 111 比較 45 ゲーム 28 用いる 23

動作 99 トレーニング 43 向上 28 疾走 22

影響 92 与える 41 走る 28 身体 22

バスケットボール 69 考察 39 特性 28 大学生 22

能力 64 評価 38 活動 27 技術 21

指導 62 分析 36 指導者 26 体力 21

関係 61 変化 36 ハンドボール 25 調査 21

対象 54 男子 34 要因 25 シュート 20

着目 51 野球 34 コーチ 24 スポーツ 20

サッカー 50 効果 33 ジャンプ 24 テニス 20

及ぼす 49 事例 33 チーム 24 活用 20

女子 46 試合 31 レベル 23 特徴 19
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Table 2. Frequent words in the title of research presentations of the Japan Society of Physical Education, Health, and 
Sport Science Conferences 
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語の違いについては、日本コーチング学会大会と

日本体育学会大会に共通して見られる語として、

「選手」、「競技」、「研究」、「動作」が認められた。

その一方で、ICCEグローバルコーチカンファレ

ンスにおいては、頻出語では「coach」、「coaching」、

「sport」、「education」、「development」が認められ

た。共起ネットワークにおけるサブグラフの特徴

の違いについては、日本コーチング学会大会にお

いては、バスケットボールやサッカー、陸上競技

のスポーツ選手の競技パフォーマンスや競技分析

が想定される語群や、陸上競技の跳躍種目や柔

道、野球の競技の特定の動作や技術、戦術、また

その評価に関する研究が想定される語群が認めら

れた。日本体育学会大会においては、大学生選手

の競技能力に関する研究や大会や試合での攻撃の

場面における分析、バスケットボールのシュート

パフォーマンスやトレーニング効果、特定の技術

や動作に関する研究が想定される語群が認められ

た。その一方で、ICCEグローバルコーチカンファ

レンスにおいては、スポーツ分野におけるコーチ

の教育・育成プログラムやハイパフォーマンスス

ポーツ分野の女性コーチや女性アスリートへの

コーチングに関する研究、バドミントンやラグ

ビー、サッカーの競技選手の認知や行動に関する

研究が想定される語群が認められた。大会年次を

外部変数とした共起ネットワークにおいて大会年
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coaching 139 training 25 perspective 15 tool 11

sport 106 elite 24 influence 14 university 11

education 76 youth 24 level 14 basketball 10

development 67 player 23 model 14 behaviour 10

athlete 51 use 23 woman 14 context 10

program 45 analysis 20 role 13 impact 10

performance 44 professional 19 soccer 13 life 10

practice 44 approach 18 evaluation 12 national 10

football 35 case 18 female 12 relationship 10

high 32 developer 18 badminton 11 review 10

study 31 research 18 environment 11 academy 9

learning 27 elite 16 international 11 child 9

develop 26 experience 16 leadership 11 explore 9

learn 25 skill 16 strategy 11 knowledge 9

Figure 6. Co-occurrence network of frequent words in the title of research presentations of the Japan Society of 
Physical Education, Health, and Sport Science Conferences with the year of the conference as an external variables

Table 3. Frequent words in the title of research presentations of the International Council for Coaching Excellence 
Conferences 
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次にかかわらず共通して見られる特徴の違いにつ

いては、日本コーチング学会大会と日本体育学会

大会においては、選手の競技動作や競技パフォー

マンスに関する研究が想定される語が認められ

た。その一方で、ICCEグローバルコーチカンファ

レンスにおいては、コーチの教育や育成に関する

研究が想定される語が認められた。以上のことか

ら、日本コーチング学会大会と日本体育学会大会

はともに、競技スポーツの選手や選手のパフォー

マンスといった「選手」に着目した一般研究発表

が特徴的であるのに対し、ICCEグローバルコー

チカンファレンスは、スポーツ分野のコーチの教

育や育成といった「コーチ」に着目した一般研究

発表が特徴的である。

これらのような特徴の相違点は、コーチング研

究の位置づけや成り立ちの日本と諸外国との違

い、それによる研究課題の設定の違いから生まれ

ている可能性がある。日本コーチング学会大会と

日本体育学会大会においては、選手の競技動作や

競技パフォーマンスに関する研究が想定される語

群が認められた。このことは、体育やスポーツの

指導に関する研究が発表されていた日本体育学会

の体育方法専門領域を母体にしてスポーツ方法学

会が設置され、そして日本コーチング学会に名称

が変更された経緯 25)や、日本体育学会の体育方

法専門領域での研究発表に見られた傾向の一つ

が運動技術の科学的研究であった 26)ことからも、

両学会大会での一般研究発表の演題の特徴は類似

Figure 7. Centrality co-occurrence network of frequent words in the title of research presentations of the International 
Council for Coaching Excellence Conferences
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し、選手の競技動作や競技パフォーマンスに着目

した研究が多く行なわれているという特徴につな

がっているものと思われる。

また、女子や女性を表す「女子」、「女性」、

「female」、「woman」という語に着目すると、日

本コーチング学会大会と日本体育学会大会におい

ては、「選手」や「チーム」、また各種競技名との

結びつきが多く示された。その一方で、ICCEグ

ローバルコーチカンファレンスでは、「coach」や

「coaching」との結びつきが多く示され、ハイパ

フォーマンススポーツ分野における女性コーチの

育成や活動環境について、また女性アスリートへ

のコーチングに関する一般研究発表が行われたこ

とが想定される語群が認められた。ICCEはこれ

まで、スポーツのあらゆる場面において、女性コー

チが活動する機会を促進するため、女性コーチを

増やすための取り組みを実施してきた。特にハイ

パフォーマンススポーツ分野に関しては、2012

年ロンドンオリンピック競技大会や 2016年リオ

デジャネイロオリンピック競技大会に参加した女

性コーチ数について分析し、その割合が 11%前

後と低水準であるとし、国際オリンピック委員会

に対して、女性コーチの価値を尊重するとともに、

女性コーチを歓迎し、また女性コーチに対して支

援的な、女性のハイパフォーマンスコーチが働き

やすい環境を整備することを強調した改善のため

の意見や提案を行った 12)。このように、ICCEは、

ハイパフォーマンススポーツ分野における女性の
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コーチやコーチングの環境の改善に向けた取り組

みを重要視していることも、ICCEグローバルコー

チカンファレンスでこの内容に関する一般研究発

表が行われている要因であるものと思われる。

さらに、ICCEグローバルコーチカンファレ

ンスにおいて見られた「developer」という語に

着目すると、「coach」が「developer」の前に接

続するかたちでの結びつきが多く示された。特

に GCC2019では、コーチディベロッパーに関

する一般研究発表が行われたことが想定される

「developer」との共起関係が認められた（図 9）。

なお、「developer」に相当する語は、日本コーチ

ング学会大会や日本体育学会大会では認められ

なかった。ICCEは、2014年に「国際コーチディ

ベロッパー枠組み（International Coach Developer 

Framework）」13)を発表した。この中で、コーチディ

ベロッパーとは、コーチの教育やコーチの学習の

促進、コーチへの助言、コーチの評価に関するト

レーニングを受けた者として、コーチを育成する

上で重要な人材と位置づけている。この発表以降、

コーチディベロッパーに関する研究が活性化して

いるものと思われる。

なお、本研究の対象とした 3つの学術会議を主

催する各学術団体の設立目的を見ると、日本コー

チング学会は、「体育・スポーツの指導実践に関

する科学的研究とその発展に寄与し、体育・スポー

ツの指導実践に資することを目的とする」とされ

ている 28)。日本体育学会は、「体育学に関する学
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理及びその応用についての研究発表、知識の交換、

会員相互及び内外の関連学会との連携協力等を行

うことにより、体育学の進歩普及を図り、もって

我が国の学術の発展に寄与することを目的とす

る」とされている 33)。また、ICCEは、「世界のスポー

ツ分野のコーチングをけん引し、発展させること

を使命とし、国際的な連携・協働がコーチング開

発の領域における前向きな変化を加速させ、コー

チが世界中のアスリートに卓越性を追求する機会

を提供することに資する」とされている 10)。この

ように、各学術団体が設立目的に位置づけている

対象の範疇が異なる。これらのような各学術団体

の設置目的の違いも、一般研究発表の演題の特徴

の相違点につながっている可能性がある。

2．国内外学術会議の共通点

本研究における国内外のコーチング研究の共通

点として、コーチやコーチングの事例研究や実践

「coach」、「coaching」、「sport」、
「education」、「development」

日本コーチング学会大会

出現頻度上位5の語「選手」、「競技」、「研究」、「影響」、「動作」「研究」、「選手」、「競技」、「運動」、「動作」

日本体育学会大会 ICCEグローバルコーチカンファレンス

「指導」、「事例」、「対象」、「大学」、
「女子」、「コーチング」、「レベル」、
「チーム」、「トップ」、「スポーツ」、
「コーチ」、「実践」、「ラグビー」、
「指導者」、「日本」、「活用」、「獲得」、
「体育」、「経験」、「異なる」、「活動」
 （21 語）

「選手」、「競技」、「研究」、「影響」、
「バスケットボール」、「パフォーマンス」、
「サッカー」、「及ぼす」、「分析」、「筋力」、
「ゲーム」、「男子」、「変化」、「与える」、
「陸上」、「向上」、「ショット」 （17 語）

「トレーニング」、「効果」、「跳躍」、
「種目」（4語）

「ジャンプ」、「シュート」 （2語）

「動作」、「走る」、「特徴」 （3語）

「テニス」、「ジュニア」 （2語）

「方法」、「開発」 （2語）

「運動」、「考察」 （2語）

「評価」、「テスト」 （2語）

「戦術」、「柔道」 （2語）

「野球」、「打撃」 （2語）

「選手」、「競技」 （5大会）

「研究」、「影響」、「動作」、
「バスケットボール」、「着目」、「及ぼす」 
（4大会）

「研究」、「選手」、「競技」、「能力」、
「女子」、「大学」、「男子」、「試合」、
「バレーボール」、「活動」、「レベル」、
「体力」 （12 語）

「サッカー」、「分析」、「柔道」、 
「ボール」、「ゲーム」、「戦術」、
「大会」、「特徴」、「攻撃」（9語）

「バスケットボール」、「関係」、
「パフォーマンス」、「トレーニング」 、
「効果」、「シュート」（6語）

「比較」、「関連」、「大学生」、「日本」、
「心理」、「学生」（6語）

「動作」、「影響」、「及ぼす」、「与える」、
「違い」（5語）

「運動」、「考察」、「発生」 （3語）

「要因」、「技術」 （2語）

「指導」、「対象」、「事例」、「指導者」 （4語）

「特性」、「ジャンプ」 （2語）

「走る」、「疾走」、「速度」 （3語）

「研究」、「選手」、「競技」 （6大会）

「影響」 (5 大会）

「動作」 （3大会）

「coach」、「coaching」、「sport」、
「education」、「development」、
「program」、「performance」、
「high」、「use」、「female」、
「environment」、「create」、
「framework」 （13 語）

「elite」、「develop」、「youth」、「player」、
「research」、「professional」、
「developer」、「soccer」、「badminton」、
「behavior」、「national」、「rugby」、
「perception」、「action」、「pathway」 
（15 語）

「practice」、「skill」、「influence」、
「level」、「university」、「strategy」、
「knowledge」、「explore」、「reflective」、
「science」、「game」、「improve」、「life」
 （13 語）

「education」、「teaching」、「review」、
「academy」 （4 語）

「woman」、「basketball」 （2 語）

「model」、「support」 （2 語）

「use」、「training」 （2 語）

「football」、「experience」 （2 語）

「athlete」、「perspective」 、「master」
（3語）

「tool」、「quality」 （2 語）

「srudy」、「case」 （2 語）

「coach」、「coaching」、「sport」、
「education」、「development」、
「athlete」、「program」 、
「performance」、「practice」（3大会）「運動」、「バスケットボール」、

「関係」 （4大会）
「パフォーマンス」 （3大会）

共起ネットワークの
サブグラフを構成
する語

3大会年次以上に
共通して見られる語

Table 4. Characteristics of presentations at each sport coaching conferences shown by morphological and co-
occurrence network analyses



久保田と和久

88

研究に関する発表が行われた特徴が認められた。

このことは、国内外のコーチング研究において、

事例研究や実践研究の重要性や必要性が認識され

ていることを示していると言える。我が国のコー

チング研究に対する実践研究や事例研究の必要性

や期待については、既に先行研究で指摘されてい

る 1),2),44)。本研究の結果は、近年の日本のコーチ

ング研究において、コーチやコーチングを対象と

した実践研究や事例研究が一般研究発表として行

われていることを示しているものと思われる。し

かしながら、用いられている研究手法については、

国内外のコーチング研究に相違点がある可能性が

ある。我が国におけるコーチング研究は、先行研

究 45)でも言われているように、これまでの体育

やスポーツの方法学的研究を背景に、アスリート

やプレイヤーを対象に、バイオメカニクスや運動

生理学、運動生化学等の手法を用いた研究やそれ

らの内容を主とする自然科学的研究や量的研究が

盛んに行われ、個別のスポーツ方法論に関する知

識やスキルの向上に寄与している。その一方で、

コーチやコーチングを対象とした、観察や聞き取

り調査、質問紙調査等の手法を用いたフィールド

研究やアクションリサーチ等の社会科学的研究や

質的研究が限定的である可能性がある。

3．本研究の課題

本研究では、計量テキスト分析の手法を用い

て、一般研究発表の演題に用いられている語の特

徴や用いられ方、語同士の関係性を検討した。本

研究と同様に、過去の学術会議におけるシンポジ

ウムと一般研究発表の演題に対してテキストマイ

ニングによる分析を行った先行研究もある 17)。こ

のような分析に加えて、一般研究発表の要旨を分

析し、研究内容を比較検討することで、今回の結

果が生じた理由や背景、さらには分析で用いられ

ている方法などをより明確にすることができるも

のと思われる。さらに、国際的な学術会議として、

ICCEグローバルコーチカンファレンス以外の他

の国際的な学術会議で発表された演題を対象に分

析したり、スポーツ分野以外のコーチング研究の

演題について分析したりすることも、国内外のス

ポーツ分野のコーチングに関する学術会議で発表

された研究の特徴を明らかにする上で有効である

ものと思われる。

また、本研究では、日本語のテキストデータと

英語のテキストデータを分析対象としたが、それ

ぞれの言語の特徴が結果に影響を及ぼしている可

能性がある。例えば、「女性」を表す英語として

「woman」と「female」、「サッカー」を表す英語

として「football」と「soccer」が用いられていた。

このように、用いられる語が分散することも、本

研究の結果に影響している可能性が考えられる。

Ⅴ． 総括

本研究の結果、近年の国内外のコーチングに関

する学術会議で発表された一般研究発表の演題の

特徴を明らかにし、相違点と共通点を確認するこ

とができた。コーチがアスリートや参加者に対す

る指導の中で用いることができる最新知識の充実

に加え、コーチの教育や育成の充実を図ることを

目指した、コーチを対象にした研究や議論が、国

内のコーチングに関する学術会議の中でもより多

く取り組まれることが求められる。それによって、

我が国が抱えるコーチングに関する指導現場での

課題や政策的な課題に資する研究が充実すること

となり、我が国のコーチング研究のさらなる発展、

そして 2017年に発表された第 2期スポーツ基本

計画 38)に示されたスポーツ政策の課題としての

スポーツ指導の充実やスポーツ指導者の育成・活

用等 41)、今後の我が国のコーチングのさらなる発

展につながるものと思われる。

また、本研究では、国内外のいずれにおいても、

競技スポーツではなく、一般の人々が実施するス

ポーツにおけるコーチング研究の特徴が見られな

かった。先行研究において、スポーツ活動への参

加やその継続 24),39)、心身の健康増進 19)、また地域

の活性化 40)の観点から、コーチングやコーチの

役割が重要であることが言われている。その一方

で、地域で若者を指導するコーチの暴言や暴力に

よって若者のスポーツ参加の動機の欠如や意欲の
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低下につながっていることも報告されている 42)。

国内外を代表するスポーツ分野のコーチングに関

する学術会議の場において、一般の人々が実施す

るスポーツへのコーチングに関する議論が充実

し、より良いコーチングの実践や環境の充実、ま

たコーチの育成につながることが期待される。

注

注 1) 2013年には、その第二版が発表されてい

る 14)。

注 2) テキストマイニングとは、構造化されてい

ない質的なデータの中でも特に文字データを分

析する方法であり、データの中から自動的に言

葉を取り出し、さまざまな統計手法を用いて探

索的な分析を行うことが可能となる 7)。

注 3) 樋口は、計量的分析手法を用いてテキスト

型データを整理・分析し、内容分析を行う方法

として計量テキスト分析を定義しており 9)、本

研究では、計量テキスト分析の語を用いた。

注 4) 本論文においては、図をグレースケールで

作成している。

注 5) サブグラフの中で「elite」が名詞と形容詞

に区別されて抽出された結果、2回示されたた

め、円は 16個描かれているものの、表記され

た語の数は 15語であった。
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